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タブレット型端末を活用した発話の困難な知的障害児への
支援に関する実践研究

小 野 勝* 阿部崇同 小 曾 根 和 子判中 柘植雅義的

本1iJr"先では，事例制究でiWJの会に収り組み，発話の悶契H=な知的隙詰児がタブレット!!ii端末を初の会で、使用するとき

の‘一人一人に合わせたアプ1)の選択や調型をすることを|明らかにする。方法は， ビデオ ~1おiUによる観察と ;Wfi!liHJ 紙

による 5段階市川lIiなどを恭にアプリの選択や訓怒をする口その結果，指先がぶれる対象児には， i"'Pし方のおお沼lI[!j函

を設定して仰の会の1'IiIに行うことで，指先が安定して押すことができるようになった。彼数のシンボルから選択する

ことが脈しい対象児には，選択すべきシンボル以外を薄くする，隠すようにしたことで，正しく再生するよ うに+rpす

ことができた。 写真カードで 9間から]つ選択できる対象児が， Iがんばること・楽しみなことjを，シンボル4極

から選択してPi-'::I三できた。今後の課題は，押し方が軽い，長i'llしする，繰り返しt"fjlすなど対象児によって異なる指の

動きに応じて， 正 しく反応するように画面を訓終することである。

キー・ワード:知的障害朝の会 タブレット型端末発話の困難特別支援学校

i 問題と目的

2010年『教育の情報化に関する手引きJにおいては，

「情報化に対応した特別支援教育を考えるに当たっては，

個々の児童生徒が，学習を進める上でどこに困難があり，

どういった支援を行えばその困難を軽減できるか，とい

う視点から考えることが大切である」と指摘されている

(文部科学省， 2010)。

タブレット型端末活用の研究動向としては， 2010年

度から東京大学先端科学技術研究センターとソフトパン

クグループが，障害のある子どものための f魔法のプロ

ジェクトjを実施している。参加校から，知的障害の特

別支援学校小学部 2年生の朝の会の司会でVOCAア

プリを使用し， I自分の意思で完全に進行できるため，

意欲的に取り組むようになった」という報告(岩下，

2011 )があげられている。重度知的障害児の ICT利

用教育の研究では，タブレット型端末を使用することで，

注意集中を長時間持続でき 弁別や認知を促す学習を可

能にすることができるとしている(佐原， 2013)。また，

特別支援教育におけるタブレット型端末を活用した教育

実践の研究では，タブレット型端末を使用することで，

朝の会の司会を l人で行うことや(秋田県立養護学校

天王みどり学園， 2013;岩下， 2011)，使用後に復唱

することができるようになったという報告もある(天

海・衛藤， 2015;福住， 2014)。しかしながら，タブ

レット型端末を朝の会で使用するときの，一人一人に合

わせたアプリの選択や誠整の在り方の研究は見当たらな

そこで，本研究では，事例研究を行い，発話の困難な

知的障害児がタブレット型端末を朝の会で使用するとき

の，一人一人に合わせたアプリの選択や調整の在り方を

明らかにすることを目的とする。

立方法

1 対象児

対象は Z知的障害特別支援学校小学部 4年生児童 6

名のうち 3名 (C1， C 2， C 3) とした。 Table1は

事例対象児のプロフィールである。

2 授業内容及び授業期間

対象とした授業は朝の会であり 対象児はタブレット

型端末を使って朝の会の流れや呼名を再生し，司会役と

して朝の会を音声で進行した。呼名後に質問される f元

気ですか?Jや「がんばること・楽しみなことJは， 2 

台呂のタブレッ卜型端末で 「元気ですJや[体育をが

んばりますjなどを再生して答えた。2015年 9丹中旬

~ 10月の間に検証綬業を合計 30回実施した。検証授

業前後はタブレツ卜型端末を使用していない。 Fig.1は

配置図である。

3 分析方法

( 1 )ビデオ撮影による観察

対象児の行動，対象児を支援する教師の動きや発言をビ
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Table1 事例対象児のプロフィール

実態

5常生活では，物を取ってほしい場面で発信するときは「あ-Jの発声や指さしを

する，教師の質問に対しては，主に{あ-Jの発声，身振り，指さしで回答している

が， C 1が視線を向けた物を選択したと判断することもある。学習場面では，写真

コミュニケーション |カードで動物 野菜 果物の写真について iOOはどれですか ?Jという質問をする

C] I 手段 選択の方法 |と正解のカードを指差すことができる。

MAI I 朝の会では，呼名で写真カードを指さして呼ぶ人を選択している。また司会の進行

1'O-~ I ときに，教師の言葉に合わせて一緒に発声したり， iはじめますjや「終わります」な

7) 1 どり身振りを付けたりすふミとだあふ

知的|タブレツト型端末の| 家庭では，子ども向けゲームや YouTubeのアンパンマンの動画を視聴しており，

障害i 親和性 |日頃よりタブレット型端末に触れる機会が多い

C2 
MA  
10 : 

タブレット型端末の i画面に 3x 3の9個。シンボルが並ぶ大きさで印刷した用紙から数字や顔写真など

画面選択 |のシンボルを選択する実態把握では間違えることがあった。

朝の会の目標:司会の進行では タフレット型端末 l画面に iつのシンボルを 呼名では l画面に 6つのシン

ボルから Iつを押して，音声を再生して進めることができる。

日常生活では，動物の写真カードから iOOはどれですか?Jという質問をすると

指さすことで回答しているが C 2が視線を向けた物を 選択したと判断することも

コミュニケーション |ある。学習場面では 写真カードで行きたい場所を指さすことや支持された顔写真を

手段・選択の方法 |指すことができる。平仮名 so音は文字と文字を合わせることができる

草月の会では，呼名のときに写真カードを指さして呼ぶ人を選択する。呼名後に「元気

ですか?Jと質問されると 「元気ですJの腕を上下にに動かすような身振りをする。

6) Iタブレット型端末の l 家庭では，写真や YouTubeでお菓子作りの動画を視聴しており， 日頃よりタブ

知的| 親和性 lレット型端末に触れる機会が多い

障害|タブレット型端末の | 画面に 3x 3の9個。シンボルが並ぶ大きさで印刷した用紙から数字や顔写真など

画面選択 |のシンボルを選択する実態把握では全問正答だった。

[恥山標:司会の進同 タ九ト型端末 l画面に 1つのシ川を 呼… l晴画阻耐恥面酌酢に山こ

ボルから lつを;押甲して 音声を再生して進めることができる D

日常生活では，うつむいていることが多い。学習場面では，写真カードで野菜，果

物の写真について iOOはどれですか ?Jという質問をすると正解のカードを指さす

p 、 lことができる。
コミュニケ一 、 / 1 

ノ | 朝の会では，献立の写真カードから質問された物を指さすことで回答しているが， C
C 31 手段・選択の方法 13が視線を附た物を，選択したと判断することもある。呼名のときは，大腿の上に霞

MAI し1たホワイトボードから写真カードを指さして呼ぶ人を選択する。 「元気ですか ?Jと

10 : I 質問されると うつむきながら「元気ですJの腕を上下に動かすような身振りをする。
1 0) I 1:7 --y" 1 ， ".  L '11-11:';8 -::t:-IT¥ lタブレット型端末の | 家庭では活用していない。自席ではうつむいていることが多いが 可会でタブレツ
知的~El;n:;: "..'. --I 

| 親和性 |ト型端末の画面を見て自分から触れようとすることがある。
障害i i 

|タフレット型端末の | 画面に 3x 3の9個。シンボルが並ぶ大きさで印刷した用紙から数字や顔写真など

i 画面選択 |のシンボルを選択する実態把握では間違が多かった。繰り返し押すことがあった。

|朝の会の目標:司会の進行や呼名 がんばること・楽しみなことの発表では タフレット型端末の画面内のシ

|ンボルを押して，音声を再生して進めたら 発表したりすることができる。

*学級の児童 6名のうち 発話が困難なC1. C 2. C 3を事例対象とした.

デオで撮影し，記録した。

( 2 )評価用紙による評価

授業後に，担任と筆者が，対象児がタブレット型端

末を使って再生したときの 教師の支援方法を

Table2の 5つの数字で記入した。その他は備考で記

入して評価内容によって整理した。

弓2

E 結果

1 対象児C1の変化

Table3は， C 1の朝の会でタブレッ 卜型端末の活

用中とその前後の様子である。司会以外では， iがんば

ること・楽しみなことJを4択で音声を再生して発表

することができた。タブレット型端末の活用前から見ら

れていた，呼名のときに教姉の音声に合わせて「あ-J

と発声することや，手差しをすること，身振りをするこ
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検証授業中に追加されたものは ，司会用 の机， iPad2台， ビ デ オ 2台。

座席)，慎は検証授業前と検証授業中 ・後は変わっている

Fig.1 検証授業実施教室の配置図

Table2 支援方法と評価内容

支t立方法 百十{!lIi1)司容

コ 支ぼなしでシンボルを1"11'して .??tIII- を I '}~Iミできた . 2}主JII'しゃこする助
| きの干を教(:iliが LLめ

4 」lιilがJ'I'しても f'l生しなかったため.教rHliがりe.uiの予を誘導して)写生した
る

3 ょifかけを したらシン ボルを1"11'して‘?主二戸;をTlT/tできた !-Jillし11'd迎い

2 : Wi さし ・ 手示しをしたらシンボルを押して.117!ヲを iT} ~ 1三できた
i . iWi i(liをJIIIしでも機部
i が!えJ:I乙しなか った。

タブレット端末に触れようとしないので.教r:ili が児 '~Î\の手を誘導して Iq~l: した ;出切に1'1'す
ことカfで、きた

※ T I ~ しくシン 7ドルを選i)てで きなかった場合は‘ 3‘2‘lの.JZt震を [Jf}克行う 。
lつのJul.-Iで内生できるまでに惚放の支疑hi去を行った場合は.その1:1:1で l
需 1;の数千:を記録する。

{y'j : 3 jiiかけ(できなし、)‘ 2 指さし(できな l¥). 3 戸かけ.できた

}M{'iは‘ 12Jと記入する。

とは，タブレット型端末を活用中も消えることなく克ら

れた口タブレット型端末の活用前は 司会として前に出

るのに時間がかかることがあった。タブレット型端末の

活用を開始すると 朝の会の前から近づいて見ることや

触れることがあった。すぐに前の司会の席に移動するよ

うになり，朝の会が終わると片付けを手伝う姿が見られ

るようになった。

fl手名では写真カードを指さして選択している実態から，

アプリとして IOropTallくHOJを活用し，司会の進行

は l画面に lつのシンボル 1I乎名は 4つの顔写真から

選択するよ うにした (Fig.2)。しかしj菜作を誤ったため

に正しく再生されないことがあった。]・ 2回目は，次

のシンボlしを表示するために教師が画面に触れて切り替

えた回数が 13凹と 12回だった。3回目以降は，アプ

リを IKeynoteJに変えて，次の進行のシンボルを自

動で表示するようにすると 教師が画面に触れて切り替

えた回数が 2回に減少した。

C 1が操作を間違えたことで教師が画面に触れて直

した回数は， 1， 2回目は 2回と 4回に推移していた D

3回目からは，進行のシンボルを lつから 6つに増や

したが，どのシンボルを押せば良いのか分かりやすく す

るために，押してほしいシンボル以外は色を薄く表示し

た。 C 1が操作を間違えたことで教師が画面に触れて

直 した回数は， 4回だった o 4回呂以降は，スマイ ル

マークのシンボルを正確に押すと，音がI鳴り 3段階に

拡大する練習画面を追加し，朝の会の前に練習するよう
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Table3 C 1の朝の会でタブレッ卜型端末の活用中とその前後の様子

朝の | 検証J受業TrrJ 検討u受業中 | 検証J受業後
11時l時寺i日問}詰羽j兵iI 会の | 主村机!九lと夕フブ守レツト型端末活!月用i守羽!日3なし i 机と夕フブやレツト型?討端M出f計;末活j月用干有3ありi 机と夕フレツト2!り;

. 流れ C]の様子子晶 I C1の1紙禁子 Clの禄子子

9:30 I 1 教師iが代弁する。「あ-Jと発声 |発生音で進行する。「あ -Jと|教niliが代弁する。「あ -Jと発声す
挨拶 jする |発声する |る

一部身ぶりをする |一部身ぶりをする |一部身ぶりをする

l 挨拶のカードを外す |カードは掲示 したまま I J 挨拶のカードを外す

9:31 I 2 教師iが代弁する。「あ -Jと発声|発生者で進行する。「あ -Jと l教印liが代弁する。「あ-Jと発戸す
うた|する |発声する |る

5コ係がi早川;j，古互プ手J(t一 日 5夜討rr.1i1ii，r4ヨfつ干f，Jけ 日 b係が削!iJi，iIJRiL片付け

選1!1]は教師が音声で提案して |選1111は CD係がタブレット型 I }EIHIは救nljiが白戸で促案して
CD係が考える |端末を使って 4択から選んで I CD係が答える

l再生する

2歌のカードを外す ーっ カードは掲示 したまま 寸 2H~~の力一回府一一一一
9:34 I 3 教師が代弁する。「あ-Jと発戸:'iI発生音で進行する。「あ-Jと げ 州ijifJ¥'代弁する。「あ-Jと発声す

H手名 !する !発声する | 

lホワイトボードから顔写真力-¥顔写真カードは渇示 したまま l ブレット出端末風に手元の小型ホ
|ドを取る。みんなに提示する l いフイトボードから顔写真カードを取

机川山だ以一人
I i押叩そうとすることがあり'教r:i!i
iの声かけや指さしで再度選んで
|押す

1る。みんなに提示する

顔写真カードを，力を入れて持!カードは掲示 したままなので|噛 i顔写真カードを11白むことがある
ち折り曲げる，町長むことがある |まなくなった | 

!阿を 教 師jが代弁する[あ-J I発生音で進行する。「あ一 jと |教白印附i市H附川が州代弁する。「同あ一」と発声
と発声する !発声する !る

C6を11予名する時は 席の前に行|名前カードは使用せず みん，iJ:' Iみんなと同じように 11干名し，名前
き，ホワイトボードにはるため ! と同じようにタブレット型端5l~ I カードは使肝していない
の名前カードを渡す iで呼名した i 
「元気ですか?Jを質問するよ |両生音で「元気ですか?J. I i元気ですか ?Jを質11りするように
うに 言われると， iあ Jと発 Iiあ -Jと発声，身ぶりをす l言われると， iあ-Jと発声，身ぷ
声，身ぶりをする。返事を聞い |る。返事を|却し 1て自分から行う |りをする。返事を聞いて g，分から行
て自分から行うこともある |こともある lうこともある

可会から質問後， i元気ですJ I司会から質問後，タブレット型|司会から質問後， i元気ですjを‘
を， iあ-Jと発声，身ぶりで答|端末を使って「元気ですJi疲 Iiあ-Jと発声，身ぶりで答える
える !れていますjを選んで再生す

I Iる。再生後に「あ-Jと発声，
|身ぶりで答える

円 可名カードを外す |カードは掲示 したまま

9:40 I 4 教師iが代弁する。「あ-Jと発戸支| 発生音で進行する。「あ -J
!日付 |する I発声する

i教訓iが発表する i 教si¥iが発表する

I 4日付のカードを外す lカードは掲示したまま

|ヲヨ引三一寸話[niliが代弁する。「あ-Jと発声 ほ厄音で進行する。7ぁ-J
予定i する |発声する

I :)11干名のカードを外す

と|教siliが代弁する。「あ-Jと発声す
iる

「薮前京亮妄90
14日付のカード外す

円三附カ'{{-¥:而o í èP)~了 とすがfす

|教ei!iが発表する |教訓iが発表する |教gi¥iが発表する

|教師iは質問があるか聞く |教師は， iがんばること・楽し i教師は， iがんばること・楽しみな
I みなことjを質問する |ことjを質問する

!発話可能な児童 2名が回答する !タブレット型端末を使って 4.j:H I 発話が区間H な児童はタブレット {fl~~Mt

l l叫んで再生する は!ITllに仙ホワイ!ボード(こはら
れた線耐の斗択から選んで婦さすo

教師が代弁する

I 5予定のカードを府一一一「ーカードは掲示 したまま I 5予定のカードを外す

ヲヨナ「ζ一一一「扇府?研子瓦[あー j と発声l-~E生音・で進行する。[あ -J と 一市雨前日両J了F了t }'tr:'i子
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(!日数)

18 
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14 
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①1.2回目は.アアJはf[)rOi)l(，Ji'.!-lDJ.
illii干のときはシンボルをiつ
I!干名ご{立ilft~ ，YLを 4・つ表示した.

「元気で〉寸tp?Jは))'1額面にしr-

1回目

12 

2回目 :ミ回呂 4回目 ろ回目

clが操作を間違えたことで教師が函笛(こ触れ て直した回数
(司会築総)

次0)、/ン*ルを実示するために教師が函面に触れて切り替えた回数

* r}架イノ1=を間違えたことJとは，画面を斜めに触れて再生しない， 2度押しする， 1"'IJし間違いなどで，誤ったものを

再生する，または画聞が反応しなくなること.

Fig.2 C 1が司会の進行や呼名で操作した時の教師が画面に触れた回数とアプリの画面

にした。すると，笑顔で繰り返し取り絡むようになり，

教師が画面に触れて直した回数が 3固に減少した。 5回

目は進行のシンボルを一部隠すと l回に減少した。

2 対象児C2の変化

タブレット型端末の活用前は 座って聞いていること

や教師の代弁後に進行で使うカードを外してカゴに入れ

ることが多かった。呼名のとき 全員の写真カードから

呼ぶ人のカードを指さして選んでいた。しかし，呼んだ

児童を再度選ぶ間違いがあり それが原因で離席してし

まうことがあった。タブレット型端末を活用し，教師の

声かけや指さしなどの支援で進行や呼名を再生して行う

ことができるようになると 呼名中に離席することは見

られなくなった。呼名では 4つの顔写真を画面に表示

し，写真を押すと 名前が再生されるようにした

(Fig.3)。顔写真を押すと再生することが分かつて耳を

近づけて開くようになったが 呼んだ児童を再度選ぶ間

違いや，画面が正しく反応するように短く押すことが難

しいために長押ししてしまうことがあった。

C2は，事前の実態把握では，指示された数字と平

仮名，顔写真などのシンボルを指さすことについて，正

解率 100%だったので，朝の会の司会では，項目を順

番どおりに選択し音声を再生することで， 1人で進行で

きると考えた。 1回目はアプリとして rOropTalkHOJ 

を活用し，可会の進行は i画面に lつのシンボル，呼

名は 4つの顔写真から選択するようにした。声かけや

;);) 

指さしなどがあっても，適切に押すことができなかった

ことが 7@あり 支援なし または声かけや指さしで

適切に押すことができたことが7回だった。 2田昌と 3

回目は進行のシンボルを l画面に 6つ表示した。適切

に押すことができなかったのが， 9回， 11回と増加し，

適切に押すことができたのが 3回 6回と推移した。

しかし，数字と平仮名で示すだけでは，順番どおりに

選択できず，再生済みでも右または左の端からJII買に押そ

うとすることがあった。そこで 3回目以降はアプリを

iKeynoteJに変更して，押すべきシンボルが目立つ

ように，それ以外は薄く表示するようにしたが，シンボ

ルを長押ししてペン入力画面に変わってしまうことが多

く，活用できなかった。

また， C 1と同じ練習画面を使用したが，押し方は

改善されなかった。そのため， 1 ~ 5回目のアプ1)は，

iOropTallくHOJを継続して活用した。 4，5回目は呼

名の顔写真を 4つから 5つに増やし 呼名後に質問す

る「元気ですか?Jのシ ンボルを同一画面に配置した。

適切に押すことができなかったのが， 11回， 9回と減

少した。適切に押すことができたのが， 6回， 7回と増

加した。6回目のアプリは iPYONKEEJ を活用し，

進行のシンボルを画面に 7つ表示できる大きさにし，

どのシンボルを押せば良いのか分かりやすくするために，

押してほしいシンボル以外は隠した。また，呼名済みの

顔写真は再生後に消えるように し 自動で「元気です

か?Jのシンボルを表示した。すると， i適切に押すこ
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画面に変わってしまうことが多く，

また， C 1と同じ練習画面を使ったが，改善 されな

かった。3回目は進行のシンボルを l画面に 6つ表示

した。適切に押すことができなかったのが 12回で，適

切に押すことができたのが 3目だった。4回目のアプ1)

は IPYONKEEJを活用し，進行のシンボルを 7つ表

示の大きさにし，どのシンボルを押せば良いのか分かり

やすくするために 押してほしいシンボル以外は隠した。

また，呼名済みの顔写真は再生後に消えるようにし，

動で「元気ですか?Jのシ ンボルを表示した。しかし，

適切に押すことができなかったがは回で、変わらず，適

切に押すことができたが 5回に増加した。

また，予定の説明後にタブレット型端末を使って，

の日に「がんばること・楽しみなことjを発表する場面

C 3が検証授業期間中に実施したのは合

計 22回である。 C3はうつむきながらも，大腿の上に

のせたタブレット型端末の画面の 4つのシンボルから

とができなかったJがOに減少し 「適切に押すことが

できた」が 15回に増加した。

対象見C3の変化

タブレ ット型端末の活用前は，朝の会では，

て座って開いていることが多かった。予定の説明後に教

師が問いかけても 自分の意思を伝えることはなかった。

タブレ ット型端末を活用すると 画面に触れるために少

し顔を上げ¥教師の声かけや指さしなどの支援で司会や

Il手名を再生して行うことができるようにな ったD

は，事前の実態把握で，指示された数字や顔写真などの

シンボルを指さすときに間違いがあったが，献立発表や

教室の移動などの場面では，写真カードを使って食べ物

や活動場所などを選んでいた。 n干名では 4つの顔写真

を画面に表示し，写真を押すと，名前が再生されるよう

にした (Fig.4)。

21耳目はアフ。リとして IDropTalkHDJを活用

し， 1画面に 1つのシンボル，呼名は4つの顔写真か

ら選択するようにした D 声かけや指さしなどがあっても，

「適切に押すことができなかった」がロ回あり， I支

援なし，または声かけや指さしで適切に押すことができ

たjが 3回， 2回と推移した。画面が正しく反応するよ

うに短く押すことが難しく，軽く触れることや，

し押して再生が止まることがあった。そこで

同じようにアプリを IKeynoteJに変更して，押すべ

きシンボルを目立つようにするために，それ以外は薄く

シンボルを長押ししてペン入力

活用できなか った。

向
口

そ

うつむい

C3  

3 

を設定した。

体育や給食などのシンボルを lつ選び，

ることで，学級の友達に「がんばること・楽しみなこ

を伝えることができた。Fig.5に， C 3が朝の会で，

がんばることや楽しみなことを発表したときの教師の支

タブレット

音声を再生す

とj

援方法を示した。1~ 5， 12， 21回目は，

型端末に触れようとしないので，教師が児童の手を誘導

して再生 した。 7. 9. 22回目は 児童が押しても再生

しなかったため，教師が児童の手を誘導 して再生 した。

声かけをした らシンボルを押して，

繰り返

C2と

...... .".r.でゴゴ -J-

Ef}司乞17回目は，

ろ6

表示するようにしたが，
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ネ「適切」とは，正しいシンボルを選択して再生するように押すこと.

Fig.4 C 3が司会時に適切に押すことができた，またはできなかった回数とアブリの画面

再生できた。合計 22田中 11回は支援なしでシンボル

を押して，音声を再生することができた。C3が発表

したことを Table4に示した。

Table4 C 3が発表した「がんばること・楽しみなことJ

lB数 l 発表内容

! プール

2 給食

3 I 体育

4 体育

5 すべり 台

6 すべり台

7 遊び

一一一 三一 ! 生単 一一

9 生単

一 10 すべ り台
l-7-一一一一[一一一-1品数
1τ一 一一一 給F

- 77 一 一一「 一 五
-EF--1-←一一一!一一一 体育

二一一一←15 一一一一一「一一一 {元←
-77 -「--1語 読

1 7 給食

I 8 国語算数

1 9 給食

2 0 遊び

2 1一一一 一一----T---一一一一五子
2了一一 一r----------Jifl: a 

.予 4

4 対象児の 3人が使用したアプリに関して

C 1は， Keynoteの練習酪面で押し方が改善できた

ので活用できた。C2. C 3は長押しや繰り返し押す動

きが練習画面で改善できなかったが PYONKEEなら

再生することができた (TableS)。

N 考察

事例研究を通して 発話の困難な知的障害児がタブ

レット型端末を朝の会で使用するときの，一人一人に合

わせたアプリの選択や調整の在り方を明らかにした。複

数のシンボルから選択することが難しい児童には，選択

すべきシンボル以外を薄くする 隠すようにしたことで，

正しく再生するように押すことができたと考えられる。

指先がぶれて再生しにくい児童には 練習画面を設定し

て朝の会の前に練習したことで 指先が安定して再生す

るように押すことができたと考えられる。

C 1については 指先がぶれて再生しにくいことに

関しては，練習画面を設定して朝の会の前に練翠したこ

とで，指先が安定して再生するように押すことができた

と考えられる。被数のシンボルから選択することが難し

いことに関しては，選択すべきシンボル以外を薄くする，

隠すようにしたことで 正しく再生するように押すこと

ができたと考えられる D 写真カードで 9種から選択で

きるので， rがんばること・楽しみなことjをシンボル

4種から選択して再生できたと考えられる。

C2については 複数のシンボルから選択すること

が難しいことに関しては 選択すべきシンボル以外を隠
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がんばること・楽しみなことの再生 (取り組んだ、日数)

5 支援なしでシンボノレを押して音声を再:生できた
4 児蛍が拘lしでも再生しなルミったため，教師が児童の手を誘導

して再生した
3 声かけをしたらシンボノレを押して音声を再生できた
2 指さし・手差しをしたらシンボノレを押して音声を再生できた
1 タブレット型端末に触れようとしないので教師が児童の手を

誘導して再生した

アプリはIDropTalklイDJ。日課表で使用しているイラストを

使用したシンボルを画面に4つ配置しシンボルを押す

と拡大して「私は00をがんばります・楽しみですJ

を再生するようにした。シンボルはお替わりで変更した。

Fig.5 C 3が fがんばること・楽しみなことjを発表したときの教師の支援方法とアプリの画面

Table5 各アブ1)の押し方による反応の違いと対象児の使用経過

アプリ名 長押し 斜め搾し

Talk 再生する
I ，，_"__'---日い，

日D
スライする

Key 
再生しない，

ペン入力画 再生しない
note 

面になる

PYONK 
再生する 再生する

EE 

すようにしたことで 正しく再生するように押すことが

できたと考えられる。写真カードで 9種から選択でき

るので， Iがんばること・楽しみなことjをシンボル 4

種から選択して再生できたと考えられる。

C3については，うつむく傾向が強い侍は，視線が

向いている大腿の上にタブレット型端末を置いたことで，

シンボルを押すことができたと考えられる。複数のシン

ボルから選択することが難しいことに関しては，選択す

べきシンボル以外を隠すようにしたことで，正しく再生

するように押すことができたと考えられる。写真カード

で9種から選択できるので 「がんばること・楽しみな

ことJを，シンボル 4種から選択して再生できたと考

えられる。

課題は，指先がぶれる，長押しする，押し方が軽い，

繰り返し押すなど 児童によって異なる指の使い方をす

る場合に，正しく再生するように一人一人に合わせたア

プリの選択や画面の調整をすることである。アプリに

よっては表示数，各シンボルの濃度など調整できない項

五日

2由押し ! 使用経過

止まる

iプC2 C3 

止まる，タッチした部
不 不

分の背面のシンボルが 可

再生する
可

巻き戻って再生する 司 司.

呂があるので，使いたい機能があっても押し方に課題が

あって使用しにくい場合は 効果的な練習方法の確立が

必要だと考える。また，筆者の在籍校では，まだタブ

レット端末を l人 1台使用できる環境ではないので， 1 

台を複数の児童で使用する場合に 一人一人に合わせて

簡単に画面を誠整できるようにすることも必要である。
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